
神の目標（めどう）
金光教と天理教

お祈りをする場所「ご神前」。金光教で
は「お広前（おひろまえ）」と呼ばれる。

ここは、岡山県浅口市金光町にある
金光教本部の会堂ーご神前です。畳
の間の奥、正面にあるのが神が祀ら
れているところで、「天地書付」と呼ば
れる額が掲げられています。

右奥に座っている方が教主で、朝か
ら夕方迄ここに座って、信者からの相
談などを聞き、神にお取次ぎをします。

「天地書付」が天理教で云うところの
「目標（めどう）」の役割を果たしており、
このような形になったのはこの会堂が
昭和48年に出来た時からです。

金光教の「目標」がこのような形に
なった経緯を見ながら、天理教のその
問題を考えてみましょう。
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天地書付



2

金光教本部祭場

本部祭場は、１９５９（昭和
３４）年に完成し、大祭等多
人数が集う儀式等に使われ
ています。右の白黒写真は
昭和35年10月の大祭時のも

ので、写真下の幕の奥には、
「天地書付」の額が置かれ
ていました。

『金光教報』昭和35年11月1日号
カラー写真は金光教本部HPより転載

昭和34年に第三代教主の

筆による「天地書付」が全教
に配られた。
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『金光教報』昭和48年8月1日号

前会堂（現修徳殿）

昭
和
４
８
年
、
新
会
堂
完
成
に
伴
い
、
「
天
地
書
付
」が
神
殿
正
面
に
掲

げ
ら
れ
た
。

幕は現在はない。古くなって交換が必要になっ
た時、装飾的なものとの理由で取り払われた。

先頭から、先導者、教主様、御祈念帳、御神飯、机上の備品、後尾者



4「『広前内部の構造様式』についての上申」（「金光教報」昭和48年4月1日付号外）

「天地書付」は、明治6年戸長（当時の村長）の命により、神前のものが撤去された時にそれに代わるものとして、教祖がし
たためたもので、教祖の信心が凝集表現されているとされます。
下の文書は昭和48年の新会堂完成時、神を祀る所に何を置くかという問題に対する上申書で、「天地書付」が最も適切とさ
れました。ただ、すでに昭和21年の教規には、「奉斎の神儀は・・・書付を以て所依とする」とあり、この結論は教内に於いて
当然のことと受け取られたと思われます。この文書が発表された1年後の昭和49年に各教会に「天地書付」が配布されました。

「
天
地
書
付
」の
意
味
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この話の後、神前のものが戻
され、取次ぎが再開された。

「
天
地
書
付
」の
意
味
２

―中略－金光教本部HPより転載

昭和8年に復元された教祖存

命中の神前（広前）。現在は「天
地書付」が置かれているが、当
時はお鏡が置かれていたと推定
される。
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神前の様式を変えるにあたり、一般教会の対応法（新築、改築時に）、
また、旧様式に対する考え方（荘厳に見せるため）が、記されています。

『金光教教規』
昭和21（1946）年版P2

昭和21年に「天地書付」の
重要性が示されています。



神について、「月之大神、
日之大御神、金之大神、三
神を天地金之神と奉称す」
とあります。これは、明治36

年の『天理教教典』が「十柱
の神と挙けて奉祀す・・・こ
れを総称して天理大神と云
う」と形は同じです。ただ、
金光教が教祖の神名「天地
金之神」を守ったのに対し、
天理教は、明治18年に神

道の部属教会になるときに、
「てんりん（天倫、転輪、天
輪等）」を「天理」に替えてし
まったところに大きな違い
があります。

明治33年
一派独立時の
金光教教規
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明治33年教規の神殿様式

斎殿正面の扉は、旧会堂においては祭典時開かれていたとのことです。
扉の奥の内殿には何があったのでしょうか。「33年教規」には、それに該

当するような記述は見当たりません。「『広前内部の構造様式』について
の上申」には、「本教の神は、神体のないことはもとより、氏子を離れて、
神そのものを客観的に象徴し、氏子に相対するものとしてのみ、まつる神
ではない」とあり、「神体」についてはあまり重要視していないことが分かり
ます。本部関係者の話では不明とのことで、教祖在世中は「鏡」のような
ものが置かれていたようです。一般教会では、各教会の随意で「鏡」が置
かれていました。その鏡は「扉を装飾する祭器具」のようなものと思われ
ます。



9『金光教教規』昭和16年版

昭和16年版金光教教規

太平洋戦争開戦間近の昭和
16年版教規です。「皇運を扶翼

し」とか「皇恩に報い」といった
国策に沿った表現（点線部分）
もありますが、実線部分のよう
な金光教本来の教理、「日柄方
位ノ吉凶相性相剋ノ迷妄ヲ啓
キ」とか「人生ノ迷執ヲ離脱シ
苦難ヲ超克シ其ノ真意ヲ體シテ
実意丁寧業ヲ務ヲ」といった記
述もあります。
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新潟教会HPより

明治33年教規にある神殿様式を現
在に伝える新潟教会のお広前

大正初期の建物で、新潟市の市民文化遺産になっている新潟教会の神殿。
「天地金乃神」の額の下に「天地書付」が掲げられています。

新潟市のHPより



『
祭
詞
教
範
』（
２
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１
３
・
金
光
教
日
向
教
会
・
４
２
頁
）

ー
中
略
ー

左の文には、明治33年

に一派独立する際の苦労
が記されています。

後半部分は一派独立時
に制定した装束は教祖の
教えとは関係がなく、いつ
改めてもよいとする内容で
すが、金光教内では、服
制に限らず、すべてのこと
について教祖の教えに沿
う形であれば、その時の
人が評議して決めたり変
更してかまわないと解釈さ
れています。
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教祖の教えに
沿う形での変更
は差し支えない
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天理教の目標（めどう）

天理教教会本部神殿

西礼拝場
昭和56年

北礼拝場
大正2年

南礼拝場
昭和9年

東礼拝場 昭和59年

【一般教会の目標】 教会本部から下附される礼拝「目標（めど）」のうち、一
般教会の親神天理王命目標と、信者宅に祀る「神実（かんざね）」には神鏡が
用いられている。神鏡をもって礼拝目標としたのは明治21年（1888）の教会公

認以降のこととみられるが、それも初期の頃には統一されておらず、親神の
礼拝目標に御幣が奉祀されている教会もあったようである。明治29年４月６日

発令の内務省訓令によって、教会本部は諸事の改革を実施したが、その一つ
に、「神符守札（まもりふだ）に対する件は神鏡を以て信仰の目標とし、教会本
部より下附すべきものに限る事」との事項がある（さ29・ 5 ・20、『稿本中山真
之亮伝』222頁参照）。・・・・・お社の前面に置かれている鏡（通称お鏡）は、礼
拝目標ではなく、お社を装飾する祭器具である。（『天理教事典第三版』P460）

本部神殿の中央に「かんろだい」が置かれて
います。これが本部の礼拝対象です。対して、
一般教会の礼拝対象は明治29年から続く

「神鏡」です。本部と一般教会の礼拝対象が
違うという点が、金光教と異なります。なぜこ
うなっているのでしょうか。

天理教教会本部HPより

この真下に「か
んろだい」が据
えられている。
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『
陽
気
普
請―

東
西
礼
拝
場
竣
工
』４
６
頁
一
九
八
四
・道
友
社

『おやさま―陽気ぐらし浪漫』１４７頁・1998・道友社

現在の天理教教会本部の神殿
か
ぐ
ら
づ
と
め
は
、
教
会
本
部
神
殿
中
央
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
参
拝
者
か
ら
は
そ
の
姿
が
見
え
な
い
。

「かんろだい」は丸い柱の後ろにあります。神殿を撮影する際
は、故意に「かんろだい」は写らないように、柱の後ろに入る角
度から写す。平常、神殿内は撮影禁止になっています。

「かんろだい」
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『天理教事典第三版』
P250

『教祖年祭』道友社1984P69

かんろだい 大正2年に北礼拝場が竣工しました。この写真は竣工後、大正5年のもの。正
面に社があり、その前、欄干で囲まれたところに、2段のかんろだいが据えられ

ていました。社、かんろだいの両方があるところから、「二つ目標」といわれます。

「
二
つ
目
標
」の
時
代



P922

昭和9年、神殿の改修により神床にあった社が撤去され、木製13段のかんろだいが設置された

北礼拝殿の時は、神殿には天皇の先祖の神々の社があり、神殿の床に切り込み
の穴が開いておりまして、その下の地面に二段だけのかんろだいがありまして、そ
れは拝殿からは見えないのです。信者からは見えない形で据えられていたのです。
そして北礼拝殿の真ん中に廊下がありまして、男子席、女子席を分けていたのです。

その頃、天理中学の生徒であった人の言葉は、非常に劇的なのです。天理中学
の生徒は毎日参拝に行くのですけれども、ある時に、白い幕が正面に張られたとい
うのです。

その幕を通して神様に参拝して学校に行っていたのですけれども、その向こうで大
きな普請が行われていたというのです。そしてある時、その幕が取り払われますと、
天皇宗の先祖の神々のお社がなくなっていたというのです。そこに「かんろだいを囲
んだつとめの庭が出現し、そして、その先に南礼拝殿があった」というのです。こうい
う非常に劇的な表現で、白い幕を外した時の驚きを伝えているのです。（『ほんあづま』
№482.P3.2009）

この位置にお社があった

神殿改修により、白い幕で覆われ
ていた部分にある日突然「つとめの
庭」が出現した状況を当時の天理中
学生が伝えています。
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巻末

『教祖（おやさま）物語』巻末



古川神具店の販売促進用神殿写真（同神具店HPより）

「信徒参拝心得」
１、参拝の時は、容儀を正し挙動を慎み、至誠を以て、
先ず神恩を謝し奉るべし。
１、祈願の意を陳ぶるには、必ず宝祚の長久国家の安
穏を祈り奉り、次に一身一家の幸福を祈るべし。
１、一身一家の幸福を祈るにも、無駄なる願ひをせぬ
ように心掛け、己が本文を尽くして、安心の地を得む
ことを期すべし。
右３個条の旨意相守もの也

天理教一般教会の神殿

天理教教会の神殿の形は戦後も戦前の形をほぼ踏襲しています。昭和21年に変更されたのは、正面に掲げられていた
「信徒参拝心得」の額が「よろづよ八首」にされたこと、昭和59年に御簾の前に付けられていたしめ縄が外されたことです。
教会本部の神殿が、昭和9年に社を廃止し、かんろだいに変更されたのに対し、一般教会は戦前のままで、本部のそれと

の違いが際立っています。
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天理教団の見解
「ぢば＝かんろだい＝かぐらづとめ」

この三つは一体であり、切り離すことはできない。
〔よろづたすけの源泉〕 人間宿し込みの元のぢば、天理
王命の鎮まりますぢばには､その証拠として「かんろだい」
が据えられている。このぢば・かんろだいを囲んで勤められ
るのが、「よろづたすけ」の道として教えられた「つとめ」であ
る。「つとめは、親神が、紋型ないところから、人間世界を創
めた元初まりの珍しい働きを、この度は、たすけ一条の上
に現そうとして、教えられた」（『天理教教典』16頁）のである。

この珍しい、人類にとって根本的、本質的な救済は、人間
創造の根源の地点であるぢばを中心として発動し展開され
る。まさに、ぢばはよろづたすけの源泉なのである。ー中略
－ 教理の上からぢばというのは、かんろだいの据えられて
いる地点にかぎられる。（『改訂天理教事典』541頁）

おふでさき十七号
5．このたびハこのもとなるをしんぢつに とふぞせかいゑみなをしへたい
6．このもとハいさなきいゝといざなみの みのうちよりのほんまんなかや
7．そのとこでせかいぢううのにんけんわ みなそのぢばではじめかけたで
8．そのぢばハせかい一れつとこまても これハにほんのこきよなるぞや
9．にんけんをはじめかけたるしよこふに かんろふたいをすゑてをくぞや
10．このたいがみなそろいさいしたならば どんな事をがかなハんでなし

「男と女の真ん中」が「ぢば」である。

教祖存命中、「かぐらづとめ」は、各地の雨乞いづとめとして、ま
た、教会の祭典として「ぢば」以外でも行われていました。それが
本席の時代になって禁止され、「ぢば＝かんろだい＝かぐらづと
め」は切り離せないものという教理が確立し、「ぢば」は「天理市
三島町一番地1」である天理教教会本部の神殿中央とされました。

かぐらづとめは、その場所で行われていますが、一般参拝者に
は見えない神殿構造になっており、無理に見ようとして立ち上が
れば制止されます。また、かぐらづとめの理合いについての説明
解釈が行われるわけでもありません。

左のおふでさきを読むと、「ぢば」とは、「いさなきいゝといざなみ
の みのうちよりのほんまんなか」であり、「ぢば」は、「天理市三
島町一番地1」ではなく、「男と女の真ん中」なのです。それを形と
して表現したのが男女交合の姿を象徴化した「かんろだい」です。
すなわち、 「男と女の真ん中」＝「かんろだい」で、そこが「ぢ
ば」なのであり、そこで、生命の躍動の姿を象徴化した神楽づと
めが行われるのです。
「人間創造の根源の地点」が「ぢば」 （天理市三島町一番地1）

であるという説明は、科学的な人類発生説と矛盾します。現在で
も世界中で人間は誕生しているという事実に基づいて「おふでさ
き」を忠実に解釈すると、人間誕生の証拠がかんろだいであり、
それが置かれている場所が「ぢば」なのであり、この解釈では「か
んろだい」を世界中に置くことが可能になります。

17

「かんろだい」とは何か



明
治
6
年
の
「
か
ん
ろ
だ
い
模
型
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実
物
大
復
元
模
型

【
櫟
本
分
署
跡
保
存
会
作
成
】

高
さ
１
９
８
㎝

おふでさき二号（明治2年）
39．めつらしいこのよはじめのかんろたい

これがにほんのをさまりとなる

明治6年飯降伊蔵に作らせた

模型のかんろだいを「出来て
から暫く倉に納めてあったが、
明治8年ぢば定め以降くらい

から、「ぢば」に据えてあった。
（『稿本教祖伝』P109）

神の顕現の場を、人の誕生と
同じく男と女の交合から類推し、
扇を両手で作るミテクラに差して
持つことで表現した（『扇』吉野裕
子.1984）ことをさらに進めたもの

が「いさなきいゝといざなみの み
のうちよりのほんまんなか（17号
6）」である「かんろだい」と考える
ことができる。

ミテクラ

「かんろだい」の原型は移動できる神坐
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金光教と天理教の目標（めどう）の大き
な違いは、すでに述べたように金光教の
それが、本部と一般教会が同一なのに
対して、天理教は本部のみを教祖が「お
ふでさき」に示された「かんろだい」にして
いるのに、一般教会は戦前の形式のま
まというところにあります。

天理教の本部のみに置かれている「か
んろだい」は、本部中心の教団体制を支
えるものであると同時に、一般教会には
戦前そのままの「社―御神鏡」が置かれ

ていることによって、教祖本来の教えの
伝道という「天理教団」の本来的な役割
を妨げる大きな要因になっています。

かんろだいは、移動できる神坐である
「ミテクラ」がその原型であると思われ、
その意味から考えても「天理市三島町一
番地1」にのみ置かれるものではないで
しょう。


